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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータシステムを構成する複数の装置である複数のシステム構成要素における複
数の監視対象を監視する装置であって、
　システム構成要素又はシステム構成要素内の監視対象と、それに依存する、他のシステ
ム構成要素内の監視対象である依存対象との関係を表した依存関係情報を記憶する記憶部
と、
　前記複数のシステム構成要素のうちの意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対
象を特定する停止特定部と、
　前記意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対象に依存する依存対象を前記依存
関係情報から特定する依存特定部と、
　各監視対象の状態を監視し、エラー状態が検出された監視対象についてエラーのアラー
トを画面に表示するが、前記特定されたシステム構成要素内の監視対象又は前記特定され
た監視対象と、前記特定された依存対象とについては、エラー状態が検出されてもアラー
トを非表示とする監視部と
を備えるシステム監視装置。
【請求項２】
　前記停止特定部は、予め設定された停止予定期間に対応するシステム構成要素又は監視
対象について、その停止予定期間の開始時刻以降にエラー状態を検出した場合に、そのシ
ステム構成要素又は監視対象を、意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対象とし
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て特定し、
　前記監視部は、前記特定されたシステム構成要素内の監視対象又は前記特定された監視
対象について、前記予め設定された停止予定期間内に、所定回数連続して正常状態が検出
された後、以下の（１）及び（２）を実行する、
（１）前記特定されたシステム構成要素内の監視対象又は前記特定された監視対象が、意
図的に停止された他のシステム構成要素又は他の監視対象の依存対象でなければ、その監
視対象についてエラー状態が検出された場合には、エラーのアラートを表示する、
（２）前記特定されたシステム構成要素又は前記特定された監視対象に依存する依存対象
が、意図的に停止された他のシステム構成要素又は他の監視対象、及びそれの依存対象で
なければ、その依存対象についてエラー状態が検出された場合には、エラーのアラートを
表示する、
請求項１記載のシステム監視装置。
【請求項３】
　前記監視部は、前記特定されたシステム構成要素内の監視対象又は前記特定された監視
対象について、前記予め設定された停止予定期間内に、所定回数連続して正常状態が検出
されなければ、前記予め設定された停止予定期間の終了時刻以降に、前記（１）及び（２
）を実行する、
請求項２記載のシステム監視装置。
【請求項４】
　前記複数のシステム構成要素は、ホスト装置、スイッチ装置及びストレージ装置であり
、
　前記システム監視装置が、
　前記ホスト装置に関するホスト情報、前記ホスト装置が有するホストバスアダプタ（Ｈ
ＢＡ）に関するＨＢＡ情報、前記スイッチ装置に関するスイッチ情報、及び、前記ストレ
ージ装置に関するストレージ情報を取得する情報取得部と、
　前記取得されたホスト情報、ＨＢＡ情報、スイッチ情報及びストレージ情報を基に前記
依存関係テーブルを作成する依存関係検出部と
を更に備え、
　前記ホスト情報には、前記ホスト装置で管理されている論理ボリュームを表すボリュー
ムＩＤと、その論理ボリュームにマッピングされている論理記憶装置を表すマッピング装
置ＩＤと、その論理記憶装置にアクセスするときに使用されるＨＢＡを表すＨＢＡ
ＩＤが含まれており、
　前記ＨＢＡ情報には、ＨＢＡ
ＩＤと、前記ＨＢＡが有するＨＢＡポートのＩＤと、そのポートの接続先ストレージポー
トのＩＤとが含まれており、前記接続先ストレージポートは、前記ＨＢＡポートの接続先
であるストレージポートであり、前記ストレージポートは、前記ストレージ装置が有する
ポートであり、
　前記ストレージ情報には、前記ストレージ装置のＩＤと、ストレージポートのＩＤと、
そのストレージポートに割り当てられている論理記憶装置のＩＤと、その論理記憶装置に
アクセスすることが許可されているホスト装置のＩＤとが含まれており、
　前記スイッチ情報には、スイッチが有する各ポートのＩＤと、そのポートの接続先ポー
トのＩＤとが含まれており、
　前記監視対象が、前記論理ボリューム、前記スイッチポート、前記ストレージポート、
及び前記論理記憶装置であり、
　前記依存関係検出部は、
　前記ホスト情報内の前記マッピング装置ＩＤと一致し前記ホスト装置のＩＤが関連付け
られている論理記憶装置ＩＤを含んだ前記ストレージ情報を特定し、特定されたストレー
ジ情報と、前記マッピング装置ＩＤに対応したＨＢＡ
ＩＤを含んだ前記ＨＢＡ情報と、前記マッピング装置ＩＤを含んだホスト情報と、前記ス
イッチ情報とに基づいて、システム構成要素又は監視対象とそれの依存対象との関係を検
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出する、
請求項２又は３記載のシステム監視装置。
【請求項５】
　前記停止特定部は、予め設定された停止予定期間に対応するシステム構成要素又は監視
対象について、その停止予定期間の開始時刻以降にエラー状態を検出した場合に、そのシ
ステム構成要素又は監視対象を、意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対象とし
て特定する、
請求項１記載のシステム監視装置。
【請求項６】
　前記監視部は、前記特定されたシステム構成要素内の監視対象又は前記特定された監視
対象について、予め設定された停止予定期間内に、所定回数連続して正常状態が検出され
た後、前記特定されたシステム構成要素内の監視対象又は前記特定された監視対象と、前
記特定された依存対象について、エラー状態が検出された場合には、エラーのアラートを
表示する、
請求項１又は５記載のシステム監視装置。
【請求項７】
　前記監視部は、前記特定されたシステム構成要素内の監視対象又は前記特定された監視
対象について、予め設定された停止予定期間内に、所定回数連続して正常状態が検出され
なければ、前記予め設定された停止予定期間の終了時刻以降に、前記特定されたシステム
構成要素内の監視対象又は前記特定された監視対象と、前記特定された依存対象について
、エラー状態が検出された場合には、エラーのアラートを表示する、
請求項１、５及び６のうちのいずれか１項に記載のシステム監視装置。
【請求項８】
　前記監視部が、アラートの非表示として、エラーをエラーとしてではなく情報として表
示する、
請求項１乃至７のうちのいずれか１項に記載のシステム監視装置。
【請求項９】
　コンピュータシステムを構成する複数の装置である複数のシステム構成要素における複
数の監視対象を監視する方法であって、
　前記複数のシステム構成要素のうちの意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対
象を特定し、
　前記意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対象に依存する依存対象を依存関係
情報から特定し、前記依存関係情報は、システム構成要素又はシステム構成要素内の監視
対象と、それに依存する、他のシステム構成要素内の監視対象である依存対象との関係を
表した情報であり、
　各監視対象の状態を監視結果として、エラー状態が検出された場合、そのエラー状態が
検出された監視対象についてエラーのアラートを画面に表示するが、前記特定されたシス
テム構成要素内の監視対象又は前記特定された監視対象と、前記特定された依存対象とに
ついては、エラー状態が検出されてもアラートを非表示とする、
システム監視方法。
【請求項１０】
　コンピュータシステムを構成する複数の装置である複数のシステム構成要素における複
数の監視対象を監視するコンピュータで実行されるコンピュータプログラムであって、
　前記複数のシステム構成要素のうちの意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対
象を特定し、
　前記意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対象に依存する依存対象を依存関係
情報から特定し、前記依存関係情報は、システム構成要素又はシステム構成要素内の監視
対象と、それに依存する、他のシステム構成要素内の監視対象である依存対象との関係を
表した情報であり、
　各監視対象の状態を監視結果として、エラー状態が検出された場合、そのエラー状態が
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検出された監視対象についてエラーのアラートを画面に表示するが、前記特定されたシス
テム構成要素内の監視対象又は前記特定された監視対象と、前記特定された依存対象とに
ついては、エラー状態が検出されてもアラートを非表示とする、
ことをコンピュータに実行させるためのコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンピュータシステムの監視に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば図１に示すコンピュータシステムが知られている。このコンピュータシステムの
構成要素装置（以下、「システム構成要素」と言う）としては、一以上のホスト（Host1
～Host4）、一以上のストレージ装置（Storage1～Storage2）、及び、一以上のFC-SW（FC
-SW1～FC-SW3）がある。FC-SWは、Fibre Channel Switchの略であり、ホスト、ストレー
ジ装置及び他のFC-SWのうちの少なくとも一つが接続される。
【０００３】
　これらのシステム構成要素を監視する装置として、システム監視装置５０がある。シス
テム監視装置５０は、例えばLAN（Local Area Network）経由で、各システム構成要素を
監視する。
【０００４】
　図１のコンピュータシステムによれば、例えばStorage1が計画的に停止されると、シス
テム構成要素内の下記監視対象（１）～（６）について、下記理由によりエラーが検出さ
れる。
（１）Host1内のDドライブ：（理由）停止したStorage1内のLU1にマッピングされている
論理ボリュームであるため。（ちなみに、「LU」とはLogcial Unitの略であり、ここでは
、HDD等の物理的な記憶装置を基に形成された論理的な記憶装置である。）
（２）Host3内のDドライブ：（理由）停止したStorage1内のLU3にマッピングされている
論理ボリュームであるため。
（３）Host4内のDドライブ：（理由）停止したStorage1内のLU2にマッピングされている
論理ボリュームであるため。
（４）FC-SW2のPort4（P4）：（理由）停止したStorage1のFC-PortAに接続されているPor
tであるため。
（５）FC-SW3のPort2（P2）：（理由）停止したStorage1のFC-PortBに接続されているPor
tであるため。
（６）Storage1内の全装置要素（FC-PortA、FC-PortB、LU1、LU2及びLU3）：（理由）停
止したStorage1内の要素であるため。
【０００５】
　このため、システム監視装置５０は、図２に示す通り、上記（１）～（６）の監視対象
についてのエラーをコンソール画面（例えば、ディスプレイスクリーンに描画されるウィ
ンドウ）経由でアラートする。エラーがアラートされている監視対象及び／又はその監視
対象を有するシステム構成要素について、管理者などの人間が、エラーの原因を調べるこ
とになる。
【０００６】
　なお、特許文献１には、計画停止や工事中といった属性情報を通知する技術が開示され
ている。このため、特許文献１の技術を、図１及び図２を参照して説明した監視技術に適
用すれば、Storage1にエラーが生じている理由が計画停止であることを表示することが期
待できる。
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－１９０１３８号公報
【発明の開示】



(5) JP 4489128 B2 2010.6.23

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　図１及び図２に示したように、複数のシステム構成要素の各々がそれら複数のシステム
構成要素の他のシステム構成要素と依存関係を有する場合には、一つの監視対象について
エラーが検出されると、コンピュータシステム全体として多数のエラーが検出されてしま
う。特許文献１によれば、計画停止されたStorage1については、エラーの原因が計画停止
であることが表示され得るものの、Storage1と依存関係を有する他のシステム構成要素内
の他の監視対象がどれであるか、及び、他の監視対象についてエラーが検出された原因は
、分からない。
【０００９】
　また、そもそも、計画停止などの意図的な停止に起因して検出されたエラーは、生じた
原因を調べる必要の無いと考えられる。なぜなら、意図的な停止は、メンテナンスや再起
動などの目的があって行われる停止であるため、エラーが検出された原因が自明だからで
ある。同様の理由から、或る監視対象に対する意図的な停止に起因して生じた、その或る
監視対象に依存している別の監視対象について検出されたエラーも、原因を調べる必要が
無いと考えられる。
【００１０】
　しかし、上記のように、意図的に停止された監視対象に依存している他の監視対象がど
れであるか、及び、他の監視対象についてエラーが検出された原因はわからないため、何
らかの監視対象についてエラーが検出された場合には、そのエラーが本来原因を調べる必
要の無いエラーであっても、管理者などの人間が、エラーの原因を調べることになる。具
体例として、図２によれば、意図的な停止に起因したエラーが検出された監視対象（１）
～（６）の他に、意図的な停止とは別の原因によるエラーが検出された監視対象（X）が
ある。この場合、どのエラーが原因を調べる必要が無くどのエラーが原因を調べる必要が
有るかの選別ができず、管理者の負担が大きい。
【００１１】
　従って、本発明の目的は、コンピュータシステムの監視において、原因を調べる必要性
の低いエラーについてまでアラートしないよう制御することにある。
【００１２】
　本発明の他の目的は、後述の説明から明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　システム監視装置が、意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対象とそれに依存
する別の監視対象（依存対象）とを特定し、意図的に停止されたシステム構成要素内の監
視対象又は意図的に停止された監視対象と、そのシステム構成要素又は監視対象の依存対
象については、エラー状態が検出されてもアラートを非実行とする。
【００１４】
　具体的には、システム監視装置が、記憶部と、停止特定部と、依存特定部と、監視部と
を備える。記憶部が、依存関係情報を記憶する。依存関係情報は、システム構成要素又は
システム構成要素内の監視対象と、それに依存する、他のシステム構成要素内の監視対象
である依存対象との関係を表した情報である。停止特定部が、前記複数のシステム構成要
素のうちの意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対象を特定する。依存特定部が
、前記意図的に停止されたシステム構成要素又は監視対象に依存する依存対象を前記依存
関係情報から特定する。前記監視部は、各監視対象の状態を監視し、エラー状態が検出さ
れた監視対象についてエラーのアラートを画面に表示するが、前記特定されたシステム構
成要素内の監視対象又は前記特定された監視対象と、前記特定された依存対象とについて
は、エラー状態が検出されてもアラートを非表示とする。
【００１５】
　「意図的な停止」は、計画停止に限らず、ユーザからの指示（例えば、電源オフ或いは
再起動の指示）に従う停止であっても良い。コンピュータシステムは、オープン系のシス
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テムであっても良いし、メインフレーム系のシステムであっても良い。記憶部は、メモリ
などの記憶資源である。停止特定部、依存特定部及び監視部のうちの少なくとも一つは、
例えば、ハードウェア、コンピュータプログラム又はそれらの組み合わせ（例えば一部を
コンピュータプログラムにより実現し残りをハードウェアで実現すること）により構築す
ることができる。コンピュータプログラムは、所定のプロセッサに読み込まれて実行され
る。また、コンピュータプログラムがプロセッサに読み込まれて行われる情報処理の際、
適宜に、メモリ等のハードウェア資源上に存在する記憶域が使用されてもよい。また、コ
ンピュータプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体から計算機にインストールされても
よいし、通信ネットワークを介して計算機にダウンロードされてもよい。また、ストレー
ジデバイスは、物理的であっても論理的であっても良い。物理的なストレージデバイスと
しては、例えば、ハードディスク、磁気ディスク、光ディスク、磁気テープ、或いは半導
体メモリであっても良い。論理的なストレージデバイスとしては、論理ボリュームとする
ことができる。停止特定部、依存特定部及び監視部は、例えば、後述のシステム監視部１
０１４で実現することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して、本発明の一実施形態を説明する。
【００１７】
　図３は、本発明の一実施形態に係るコンピュータシステムとそれを監視するシステム監
視装置を示す。
【００１８】
　システム監視装置１０１が監視するコンピュータシステムのシステム構成要素として、
一以上のホスト（Host1～Host4）、一以上のストレージ装置（Storage1～Storage2）、及
び、一以上のFC-SW（FC-SW1～FC-SW3）がある。FC-SWには、ホスト、ストレージ装置及び
他のFC-SWのうちの少なくとも一つが接続される。各システム構成要素が、SAN（Storage 
Area Network）を構成する。
【００１９】
　ストレージ装置について、Storage1を例に採り説明する。Storage1は、図示しないが、
コントローラと記憶部とに大別することができる。記憶部は、例えば、一以上の物理的な
記憶媒体（例えばハードディスク或いはフラッシュメモリなどの不揮発性の記憶媒体）で
構成されている。その一以上の物理的な記憶媒体（例えばハードディスク或いはフラッシ
ュメモリなどの不揮発性の記憶媒体）を基に、論理ユニット（LU1～LU3）が形成される。
コントローラは、FC-SWに接続される複数のFC-Port（FC-PortA、FC-PortB）や、メモリや
、プロセッサを有している。コントローラは、ホストからFC-SW経由でFC-PortA又はFC-Po
rtBでI/O要求を受信し、そのI/O要求に応答して、そのI/O要求から特定されるLUにアクセ
スする。FC-Portは、ファイバチャネルプロトコルで情報或いはコマンドが授受される通
信ポートである。
【００２０】
　ホストについて、Host1を例に採り説明する。Host1は、プロセッサやメモリやHBA1（HB
AはHost Bus Adapterの略）などを備えた計算機である。プロセッサに実行されるコンピ
ュータプログラムとして、図示しないが、アプリケーションプログラム、ボリューム管理
プログラムなどがある。ボリューム管理プログラムは、例えば、Storage1及び／又はStor
age2にあるLUにマッピングされている論理ボリューム（例えばDドライブ）を管理する。
アプリケーションプログラムが、論理ボリュームを指定してI/Oを命令することで、HBA1
から、指定された論理ボリュームにマッピングされているLUがI/O先として指定されたI/O
要求が発行される。発行されたI/O要求は、FC-SW経由でStorage1又はStorage2に届く。
【００２１】
　FC-SWについて、FC-SW1を例に採り説明する。FC-SW1は、複数の通信ポート（P1～P6）
を有している。各通信ポートには、ホスト、ストレージ装置又は他のFC-SWが接続される
。FC-SW1には、ホスト、ストレージ装置及び他のFC-SWのうちの少なくとも二種類が接続
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される。
【００２２】
　前述した各システム構成要素（ホスト、ストレージ装置及びFC-SW）には、標準装置管
理部が搭載されている。標準装置管理部は、その管理部を備えているシステム構成要素に
関する標準的な情報（以下、「構成要素情報」と言う）を取得する装置であり、例えば、
WMI、SMI-S或いはSNMPサーバである。標準装置管理部は、例えばLAN（Local Area Networ
k）経由で、構成要素情報をシステム監視装置１０１に送信する。ちなみに、本実施形態
における、システム監視装置１０１の監視対象は、Host1のDドライブ及びEドライブ、Hos
t2のDドライブ、Host3のDドライブ及びEドライブ、Host4のDドライブ、FC-SW1のP1～P6、
FC-SW2のP1～P6、FC-SW3のP1～P6、Storage1のFC-PortA及びFC-PortB、及び、Storage2の
FC-PortA及びFC-PortBである。
【００２３】
　システム監視装置１０１は、例えばプロセッサ（典型的にはCPU）やメモリを備えた計
算機である。システム監視装置１０１は、定期的に（又は不定期的に）各監視対象の稼動
状態をシステム構成要素（具体的には、システム監視要素が有する標準装置管理部）に問
い合わせることで、各監視対象の稼動状態を検出する（つまり、いわゆるポーリングで、
各監視対象の稼動状態を検出する）。これにより、監視対象についてエラーが検出されて
いれば、その監視対象についてエラーが検出されていることを知ることができる。
【００２４】
　システム監視装置１０１には、デバイス情報検出部１０１１、依存関係検出部１０１２
、データ設定部１０１３及びシステム監視部１０１４が備えられる。デバイス情報検出部
１０１１、依存関係検出部１０１２、データ設定部１０１３及びシステム監視部１０１４
は、メモリから読み出された所定のコンピュータプログラムをプロセッサが実行すること
で実現される（及び／又はハードウェア回路で実現される）機能である。システム構成装
置１０１に接続されたデータベース装置（外部記憶装置）１０３には、例えば、システム
構成要素のリストであるシステム構成テーブル１０３１、各システム構成要素と監視対象
の依存関係が記録された依存関係テーブル１０３２、各システム構成要素の計画停止に関
するスケジュールが記録されたスケジュールテーブル１０３３、及び、各監視対象の監視
状態が記録された監視状態テーブル１０３４が格納される。以下、システム監視装置１０
１の各機能１０１１～１０１４と、各テーブル１０３１～１０３４について、詳細に説明
する。
【００２５】
　＜デバイス情報検出部１０１１及びシステム構成テーブル１０３１＞。
【００２６】
　デバイス情報検出部１０１１は、管理者が指定したIPアドレスの範囲内に存在するシス
テム構成要素（ホスト、ストレージ装置、FC-SW）を検出する。そして、デバイス情報検
出部１０１１は、検出されたシステム構成要素から、そのシステム構成要素を表す情報（
ここでは「システム構成要素名」とする）を取得し、取得したシステム構成要素名の一覧
であるシステム構成テーブル１０３１（図４参照）を作成する。デバイス情報検出部１０
１１は、例えば、IPアドレスとシステム構成要素名とを１対１で対応付けて管理すること
ができ、以後、所望のシステム構成要素に対応付けられているIPアドレスを用いて、その
所望のシステム構成要素から情報を取得することができる。
【００２７】
　なお、IPアドレスの範囲は、例えば、図２２に示すように、コンソール画面８０１にお
ける監視設定サブ画面８０３を介して、管理者から受け付けられる。監視設定サブ画面８
０３経由で、管理者から入力されたIPアドレス範囲が、システム監視装置１０１内のメモ
リに設定される。コンソール画面８０１は、システム監視装置１０１が表示する一種のGU
I（Graphical User Interface）である。監視設定サブ画面８０３は、コンソール画面８
０１で監視設定８０２がポインティングデバイス等で指定されたことに応答して表示され
る。監視設定サブ画面８０３は、監視に関する設定を管理者から受け付ける画面である。
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監視設定サブ画面８０３には、IPアドレス範囲の他に、監視間隔及び終了判定定義値を入
力することができる。「監視間隔」とは、同一のシステム構成要素に監視対象の稼動状態
を問い合わせる時間間隔である。例えば、システム監視装置１０１は、設定された監視間
隔毎に（例えば１５分毎に）、Host1にDドライブ及びEドライブの稼動状態を問い合わせ
る。「終了判定定義値」は、計画停止が終了したか否かの判定のために後述の終了判定カ
ウント値と比較される閾値である。
【００２８】
　＜依存関係検出部１０１２及び依存関係テーブル１０３２＞。
【００２９】
　依存関係検出部１０１２は、デバイス情報検出部１０１１を通じて、各システム構成要
素から情報を取得し、取得した情報を基に、依存関係テーブル１０３２を作成或いは更新
する。この処理は、例えば、定期的に、或いは、システム構成テーブルが作成されたタイ
ミング又は管理者が指定したタイミングで、実行される。
【００３０】
　以下、依存関係検出部１０１２が行う処理を、図１６を参照して詳細に説明する。
【００３１】
　S11121：ホストからの情報の取得
　依存関係検出部１０１２は、各ホストから、ホストが管理する論理ボリューム（ファイ
ルシステム）に関する情報を取得し、メモリに書き込む。取得される情報としては、例え
ば図５に示すように、ホスト名、論理ボリューム（ファイルシステム）に関する情報（ド
ライブ名、ディスク情報、LUN（Logical Unit Number））、使用するHBAの名称、使用す
るHBAのポート番号、及びターゲットIDがある。本実施形態では、ディスク情報が“外部
ディスク”であるドライブ、言い換えれば、Storage１又はStorage2といった外部のスト
レージ装置内のLUがマッピングされているドライブが、監視対象である。以下、一つのホ
ストから取得された情報（ホスト名、論理ボリュームに関する情報、HBAの名称、HBAのポ
ート番号及びターゲットIDで構成される情報）を、「ホスト情報」と言い、複数のホスト
についてのホスト情報を、「ホスト情報群」と言う。なお、ホスト情報には、そのホスト
情報内のLUNに対応したLUがどのストレージ装置内のLUであるかを表す情報（例えばスト
レージ装置のシリアル番号）が含まれていない。このため、このS11121の段階では、その
LUNがどのストレージ装置のLUNかを判別することはできない。
【００３２】
　S11122：HBAからの情報の取得
　依存関係検出部１０１２は、ホスト情報内のポート番号に対応するHBAのWWN（World Wi
de Name）と、そのHBAの接続先ストレージポート（ストレージ装置が有するFC-Port）のW
WNとを、各ホストのHBAから取得し、取得した情報をメモリに書き込む。この結果、図６
に示すような情報群が、メモリに書き込まれる。以下、一つのHBAから取得された情報（H
BA名、ポート番号、WWN、ターゲットID及び接続先ストレージポートのWWNで構成される情
報）を、「HBA情報」と言い、複数のHBAのHBA情報を、「HBA情報群」と言う。
【００３３】
　S11123：ストレージ装置からの情報の取得
　依存関係検出部１０１２は、FC-PortのWWNと、そのFC-PortのLUNセキュリティ情報（例
えば、そのFC-Portに関連付けられているLU毎にアクセスが許可されているホストの名称
が書かれたリスト）とを、各ストレージ装置から取得し、取得した情報をメモリに書き込
む。この結果、図７に示すような情報群が、メモリに書き込まれる。以下、一つのストレ
ージ装置から取得された情報（ストレージ装置名、FC-PortのWWN、LUNセキュリティ情報
で構成される情報）を、「ストレージ情報」と言い、複数のストレージ装置のストレージ
情報を、「ストレージ情報群」と言う。
【００３４】
　S11124：FC-SWからの情報の取得
　依存関係検出部１０１２は、FC-SWの各ポートのWWNと、その接続先ポート（HBA、スト
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レージポート又は他のFC-SWのポート）のWWNとを、各FC-SWから取得し、取得した情報を
メモリに書き込む。この結果、図８に示すような情報群が、メモリに書き込まれる。以下
、一つのFC-SWから取得された情報（スイッチ名、各ポートのWWN、接続先ポートのWWNで
構成される情報）を、「FC-SW情報」と言い、複数のFC-SWのFC-SW情報を、「FC-SW情報群
」と言う。FC-SW情報において、＃１～＃６は、P1～P6に対応している。
【００３５】
　S11125：論理ボリューム（ファイルシステム）にマッピングされているLUがあるストレ
ージ装置の特定
　依存関係検出部１０１２は、図５に示したホスト情報群、図６に示したHBA情報群、及
び、図７に示したストレージ情報群を用いて、ホスト上の論理ボリューム（例えばDドラ
イブ）にマッピングされているLUがあるストレージ装置を特定する。具体的には、例えば
、Host1内のDドライブには、図５から、HBA1に対応していてLU1がマッピングされている
ことが分かり、HBA1のポートが、図６及び図７から、Storage1のFC-Portに接続されてい
ることが分かり、そのFC-Portに関連付けられている、Host1がアクセス可能なLUが、図７
からLU1であることが分かる。従って、このS11125では、Host1のDドライブにマッピング
されているLU1は、Storage1内のLU1であることが特定される。
【００３６】
　S11126：依存関係テーブルの作成
　依存関係検出部１０１２は、S11125で特定した対応関係と、図８のFC-SW情報群とを基
に、どのホスト（ファイルシステム）のHBAからどのFC-SWのどのポートを経由してどのス
トレージ装置のどのLUに論理的に繋がっているかという接続関係を特定し、特定した接続
関係を基に、図９に例示する依存関係テーブル１０３２を作成する。具体的には、例えば
、図６及び図８から、Host1のHBA1のポートのWWNが、FC-SW1のP1の接続先ポートのWWNで
あることが分かるため、システム構成要素Host1と依存関係にある監視対象（以下、「依
存対象」と言う）が、FC-SW1のP1（SW1/P1）であることがわかる。言い換えれば、Host1
が計画停止となると、SW1/P1についてエラーが検出される関係であることがわかる。また
、例えば、システム構成要素FC-SW1について言えば、図６及び図８から、P1に、Host1のH
BA1が接続されており、P2に、Host2のHBA2が接続されており、P6に、SW2/P6が接続されて
いることがわかる。従って、FC-SW1の依存対象が、Host1内のDドライブ及びEドライブと
、Host2内のDドライブと、SW2/P6であることがわかる。このようにして特定された依存関
係が、依存関係テーブル１０３２に書き込まれる。依存関係テーブル１０３２には、シス
テム構成要素毎に、依存対象を表す情報が書き込まれる。
【００３７】
　＜データ設定部１０１３及びスケジュールテーブル１０３３＞。
【００３８】
　データ設定部１０１３は、管理者から定義された情報に従って、スケジュールテーブル
１０３３を作成又は更新する。スケジュールテーブル１０３３の一例を、図１０に示して
いる。図１０によれば、スケジュールテーブル１０３３には、システム構成要素毎に、計
画停止のスケジュールを表す情報が記述されている。その情報は、前述したコンソール画
面８０１に入力することができる。例えば、図２３に示すように、コンソール画面８０１
で環境設定８１２をポインティングデバイス等で指定すると、データ設定部１０１３によ
り、コンソール画面８０１にスケジュールサブ画面８１１が表示される。スケジュールサ
ブ画面８１１には、現在のスケジュールテーブル１０３３される。このサブ画面８１１上
で、例えばHost1について変更６００が指定されると、図２４に示すように、Host1につい
て計画停止スケジュールを変更するためのスケジュール変更サブ画面８１３が表示される
。データ設定部１０１３は、このサブ画面８１３経由で、Host1についての変更後の計画
停止スケジュールを管理者から受け付ける。データ設定部１０１３は、計画停止スケジュ
ールが入力された場合には、入力された計画停止スケジュールを、スケジュールテーブル
１０３３における、Host1に対応した欄に書き込む。
【００３９】
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　＜システム監視部１０１４及び監視状態テーブル１０３４＞。
【００４０】
　システム監視部１０１４は、各システム監視装置の標準装置管理部から、各監視対象の
稼動状態を、定期的に（図２２を参照して説明した監視間隔で）取得し、取得された状態
がエラーであれば、監視状態テーブル１０３４を基に、そのエラーを必要に応じて管理者
にアラートする。
【００４１】
　Storage1が計画停止されている場合の監視状態テーブル１０３４を図１１に示し、SW2
が計画停止されている場合の監視状態テーブル１０３４を図１２に示す。
【００４２】
　監視状態テーブル１０３４には、監視対象毎に、監視状態及び終了判定カウント値が記
録される。「監視状態」とは、監視対象についての監視に関する状態であり、各監視対象
について検出される稼動状態（例えば正常或いはエラー）とは異なる。監視状態を表す値
として、例えば、“通常監視”、“監視停止”、及び“監視制限”がある。“通常監視”
とは、監視間隔で監視対象の稼動状態を問い合わせるという通常通りの監視を行うことを
意味する。“監視停止”とは、計画停止されたシステム構成要素内の監視対象であること
を意味する。“監視制限”とは、計画停止されたシステム構成要素に依存する監視対象（
つまり依存対象）であることを意味する。「終了判定カウント値」は、計画停止スケジュ
ールから特定される期間中に稼動状態“正常”が検出されたカウント値である。終了判定
カウント値は、計画停止が終了したか否かの判定に使用される。このため、監視状態“監
視停止”の監視対象について、終了判定カウント値が更新されていく。
【００４３】
　本実施形態では、計画停止されたシステム構成要素内の監視対象については、監視状態
が“監視停止”に自動で更新され、そのシステム構成要素についての依存対象については
、監視状態が“監視制限”に自動で更新される。システム監視部１０１４は、或る監視対
象について、稼動状態“エラー”を検出した場合、その監視対象の監視状態が“通常監視
”であれば、その稼動状態についてのエラーをアラートするが、その監視対象の監視状態
が“監視停止”又は“監視制限”であれば、エラーをアラートしないか、或いは、エラー
を情報として表示する。具体的には、例えば、図１１によれば、Storage1が計画停止され
ると、Storage1内の監視対象であるStorage1/PortA、Storage1/PortB、Storage1/LU1、St
orage1/LU2及びStorage1/LU3が、監視状態“監視停止”に更新され、Storage1についての
依存対象であるHost1/Dドライブ、Host3/Dドライブ、Host4/Dドライブ、SW2/P4及びSW3/P
2が、監視対象“監視制限”に更新される。この場合、Storage1内の監視対象及びStorage
1の依存対象について稼動状態“エラー”が検出され、且つ、それ以外の監視対象（つま
り監視状態“通常監視”の監視対象、例えばHost2/Dドライブ）について稼動状態“エラ
ー”が検出された場合、システム監視部１０１４は、図２０に示すように、Host2/Dドラ
イブについてのみエラーをアラートし、Storage1内の監視対象及びStorage1の依存対象に
ついてはエラーをアラートしない。或いは、図２１に示すように、Storage1内の監視対象
及びStorage1の依存対象については、エラーのアラートではなく情報の表示が行われる。
つまり、本実施形態によれば、原因を調べる必要の無いエラーについてはアラートされず
、原因を調べる必要のあるエラー（つまり重要なエラー）についてのみアラートされる。
これにより、管理者は、どの監視対象についてのエラーの原因を調べれば良いかがすぐに
わかる。なお、図２０及び図２１によれば、エラーのアラートは、コンソール画面８０１
のアラートサブ画面８５１経由で行われる。アラートサブ画面８５１は、コンソール画面
８０１でアラート表示８５３が指定された場合に表示される。
【００４４】
　計画停止の開始判定及び終了判定の概略を、図１３に示す。図１３の点線枠は、その監
視対象についての計画停止スケジュール（図１０参照）から特定される期間（以下、「計
画停止定義期間」と言う）を表す。
【００４５】
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　計画停止の開始は、その監視対象の計画停止定義期間の開始時刻以降（計画停止開始予
定時刻以降）にその監視対象について稼働状態“エラー”が取得された時点である。すな
わち、図１３によれば、計画停止されたシステム構成要素内の監視対象の稼働状態が“エ
ラー”になった後、システム監視部１０１４の問合せによりその監視対象について稼働状
態“エラー”が取得された時点が、アラート通知制限の開始となる（すなわち、その監視
対象の監視状態が“監視停止”に更新され、且つ、計画停止されたシステム構成要素の依
存対象の監視状態が“監視制限”に更新される）。
【００４６】
　アラート通知制限の開始以降に、参照番号５０１に示すように、監視状態“監視停止”
の監視対象について稼働状態“正常”が取得される場合がある（この場合、その監視対象
についての終了判定カウント値（図１１、図１２参照）が１インクリメントされる）。し
かし、その稼働状態は一時的な状態であるため、所定回数（又は一定時間）連続してその
稼働状態が取得されず、再び稼働状態“エラー”が取得される（この場合、その監視対象
についての終了判定カウント値が０にリセットされる）。このため、その監視対象の監視
状態として“監視停止”が継続される。
【００４７】
　計画停止の終了は、計画停止定義期間の終了ではなく、計画停止定義期間中に所定回数
（又は一定時間）連続して稼働状態“正常”が取得された時点である。例えば、参照番号
５０３に示すように、稼働状態“正常”が３回連続して取得された場合に、アラート通知
制限の解除（計画停止の終了）となる。なお、その「３回」（つまり上記所定回数）とい
うのは、図２２を用いて説明した終了判定定義値である。
【００４８】
　以上のように、計画停止定義期間と実際の計画停止期間は必ずしも一致しない。計画停
止定義期間内でも、実際に作業（例えばメンテナンス作業）が終了し、計画停止の終了と
判定されたならば、監視状態が“監視停止”或いは“監視制限”から“通常監視”に更新
される。なお、本実施形態では、計画停止定義期間の終了時刻（計画停止終了予定時刻）
までに計画停止が終了したと判定されなかった場合（つまり所定回数連続して稼働状態“
正常”が取得されなかった場合）は、計画停止定義期間の終了時刻で計画停止が終了した
と判定される。また、所定回数連続して稼働状態“正常”が取得された時点に代えて、管
理者が明示した時点が、計画停止の終了時刻であっても良い。
【００４９】
　以下、本実施形態で行われる処理を、図１４～図１９のフローチャートを参照して詳細
に説明する。
【００５０】
　図１４は、本実施形態で行われる処理全体の流れを示す。
【００５１】
　システム監視部１０１４が、初期化処理を実行する（S111）。S111の詳細は、図１５を
参照して後に説明する。
【００５２】
　初期化処理の終了後、システム監視部１０１４は、それぞれの監視対象について、定期
的に、S112～S121を実行する。以下、S112～S121について、監視対象としてStorage1/LU1
を例に採り説明する。
【００５３】
　システム監視部１０１４は、FC-SW2の標準装置管理部からStorage1内の各監視対象の稼
働状態を取得する（S112）。
【００５４】
　システム監視部１０１４は、Storage1/LU1の稼働状態が“正常”であり監視状態が“監
視停止”でなければ（S113でYes及びS114でNo）、Storage1/LU1について今回の処理を終
了する。
【００５５】
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　システム監視部１０１４は、Storage1/LU1の稼働状態が“正常”であり監視状態が“監
視停止”であれば（S113でYes及びS114でYes）、計画停止の終了判定処理を実行する（S1
15）。S115の詳細は、図１８を参照して後に説明する。
【００５６】
　システム監視部１０１４は、Storage1/LU1の稼働状態が“エラー”であり監視状態が“
監視停止”でなければ（S113でNo及びS116でNo）、計画停止の開始判定処理を実行する（
S117）。S117の詳細は、図１７を参照して後に説明する。S117の後、Storage1/LU1の監視
状態が“監視停止”又は“監視制限”であれば（S118でYes、S118でNo及びS119でYes）、
システム監視部１０１４は、Storage1/LU1について今回の処理を終了する。一方、S117の
後、Storage1/LU1の監視状態が“通常監視”であれば（S118でNo及びS119でNo）、システ
ム監視部１０１４は、Storage1/LU1の稼働状態“エラー”をコンソール画面８０１経由で
アラートする（S120）。つまり、Storage1/LU1についてのエラーがアラート表示される。
【００５７】
　システム監視部１０１４は、Storage1/LU1の稼働状態が“エラー”であり監視状態が“
監視停止”であれば（S113でNo及びS116でYes）、Storage1/LU1についての終了判定カウ
ント値を０にリセットする（S121）。
【００５８】
　図１５は、図１４のS111の流れを示す。
【００５９】
　システム監視部１０１４は、システム構成テーブルが作成されていない場合（S1111でN
o）、システム構成テーブルの作成をデバイス情報検出部１０１１に実行させる（S1112）
。具体的には、例えば、デバイス情報検出部１０１１が、コンソール画面８０１経由でIP
アドレス範囲の指定を管理者から受け付ける。その後、デバイス情報検出部１０１１は、
指定されたIPアドレス範囲にあるシステム構成要素から情報を取得して、システム構成テ
ーブル１０３１（図４参照）を作成する。システム監視部１０１４は、作成されたシステ
ム構成テーブル１０３１を例えばメモリに取得する（S1113）。
【００６０】
　次に、システム監視部１０１４は、依存関係テーブル１０３２が作成されていない場合
（S1114でNo）、依存関係テーブル１０３２の作成を依存関係検出部１０１２に実行させ
る（S1115）。具体的には、例えば、依存関係検出部１０１１が、図１６を参照して既に
説明した処理を実行することで、依存関係テーブル１０３２（図９参照）を作成する。シ
ステム監視部１０１４は、作成された依存関係テーブル１０３２を例えばメモリに取得す
る（S1116）。
【００６１】
　次に、システム監視部１０１４は、スケジュールテーブル１０３３が作成されていない
場合（S1117でNo）、スケジュールテーブル１０３３の作成をデータ設定部１０１３に実
行させる（S1118）。具体的には、例えば、データ設定部１０１３が、コンソール画面８
０１経由で、各監視対象についての計画停止スケジュールに関する情報を受け付け（図２
３及び図２４参照）、入力された情報を、スケジュールテーブル１０３３に書き込む。シ
ステム監視部１０１４は、作成されたスケジュールテーブル１０３３を例えばメモリに取
得する（S1119）。
【００６２】
　次に、システム監視部１０１４は、監視状態テーブル１０３４が作成されていない場合
（S1120でNo）、監視状態テーブル１０３４の作成をデータ設定部１０１３に実行させる
（S1121）。具体的には、例えば、データ設定部１０１３が、ホスト情報群（図５）、HBA
情報群（図６）、ストレージ情報群（図７）及びFC-SW情報群（図９）を基に監視状態テ
ーブル１０３４を作成する（この時点では、例えば、全ての監視対象の監視状態が“通常
監視”である）。システム監視部１０１４は、作成された監視状態テーブル１０３４を例
えばメモリに取得する（S1122）。
【００６３】
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　最後に、システム監視部１０１４は、終了判定定義値が設定されているか否かを判断す
る（S1123）。それが設定されていなければ（S1123でYes）、データ設定部１０１３が、
コンソール画面８０１経由で終了判定定義値を受け付け（図２２参照）、入力された終了
判定定義値を例えばメモリに書き込む（S1124）。
【００６４】
　S1123でYes又はS1124の終了により、図１４のS111（初期化処理）が終了する。
【００６５】
　図１７は、図１４のS117の流れを示す。
【００６６】
　システム監視部１０１４は、Storage1/LU1を有するStorage1についての計画停止定義期
間を、Storage1に対応した計画停止スケジュール（スケジュールテーブル１０３３に記録
されているスケジュール）から特定し、現在の時刻がその特定された計画停止定義期間中
か否かを判断する（S1171）。
【００６７】
　現在時刻が計画停止定義期間中であると判断された場合（S1171でYes）、システム監視
部１０１４は、Storage1内の全ての監視対象（Storage1/LU1を含む）の監視状態（監視状
態テーブル１０３４に記録されている監視状態）を、“監視停止”に更新する（S1172）
。
【００６８】
　次に、依存関係テーブル１０３２から特定される、Storage1についての各依存対象につ
いて、システム監視部１０１４が、S1173及びS1174を実行する。例えば、システム監視部
１０１４は、一つの依存対象であるHost1/Dドライブの監視状態が“監視制限”でなけれ
ば（S1173でNo）、その監視状態を“監視制限”に更新する（S1174）。
【００６９】
　このように、計画停止の開始判定処理（図１４のS117）が行われることにより、計画停
止定義期間中に稼働状態“エラー”が取得されたシステム構成要素（Storage1）内の全て
の監視対象の監視状態が“監視停止”に更新され、そのシステム構成要素（Storage1）に
ついての全ての依存対象の監視状態が“監視制限”に更新される。言い換えれば、計画停
止されたシステム構成要素内の監視対象と、そのシステム構成要素についての依存対象が
、自動で、アラートの非表示の対象とされる。
【００７０】
　図１８は、図１４のS115の流れを示す。
【００７１】
　システム監視部１０１４は、Storage1/LU1を有するStorage1についての計画停止定義期
間を、Storage1に対応した計画停止スケジュールから特定し、現在の時刻がその特定され
た計画停止定義期間中か否かを判断する（S1151）。
【００７２】
　現在時刻が計画停止定義期間中であると判断された場合（S1151でYes）、システム監視
部１０１４は、Storage1内の全ての監視対象（Storage1/LU1を含む）の終了判定カウント
値を１インクリメントする（S1152）。そして、システム監視部１０１４は、それら全て
の監視対象について、更新後の終了判定カウント値が終了判定定義値に達していれば（S1
153でYes）、それら全ての監視対象について監視停止の解除処理を実行する（S1154）。S
1151でNo（つまり、現在時刻が計画停止定義期間中ではないと判断された）場合にも、St
orage1内の全ての監視対象（Storage1/LU1を含む）について監視停止の解除処理が実行さ
れる（S1155）。
【００７３】
　図１９は、図１８のS1154（及びS1155）の流れを示す。
【００７４】
　システム監視部１０１４は、依存関係テーブル１０３２を参照し、Storage1内の各監視
対象について、他の計画停止中のシステム構成要素の依存対象であるか否かを判断する（
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S11541）。S11541の判断結果が肯定的な判断結果である監視対象について（S11541でYes
）、システム監視部１０１４は、監視状態を“監視停止”から“監視制限”に更新する（
S11542）。一方、S11541の判断結果が否定的な判断結果である監視対象について（S11541
でNo）、システム監視部１０１４は、監視状態を“監視停止”から“通常監視”に更新す
る（S11543）。
【００７５】
　また、システム監視部１０１４は、Storage1についての全ての依存対象について、S115
44～S11546を行う。例えば、Storage1の依存対象であるHost1/Dドライブの監視状態が“
監視停止”か否かが判断される（S11544）。その判断の結果が否定的な結果の場合（S115
44でNo）、依存関係テーブル１０３２を基に、Host1/Dドライブが他の計画停止中のシス
テム構成要素の依存対象であるか否かが判断される（S11545）。この判断の結果も否定的
な結果である場合（S11545でNo）、Host1/Dドライブの監視状態が“通常監視”に更新さ
れる（S11546）。
【００７６】
　つまり、図１８及び図１９によれば、計画停止されていたシステム構成要素の計画停止
が終了したか否かが自動で判断され、終了したと判断された場合には、そのシステム構成
要素内の監視対象やそのシステム構成要素の依存対象が他の計画停止中のシステム構成要
素の依存対象で無ければ、自動で、アラート表示の対象とされる。
【００７７】
　以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、これは本発明の説明のための例示であっ
て、本発明の範囲をこの実施形態にのみ限定する趣旨ではない。本発明は、他の種々の形
態でも実施することが可能である。
【００７８】
　例えば、コンピュータシステムのシステム構成要素は、ホスト、FC-SW及びストレージ
装置に限らず、他種の装置が採用されても良い。監視対象も、上記の例に限らず他の対象
が採用されても良い。
【００７９】
　また、例えば、システム監視装置１０１がシステム構成要素に稼動状態をポーリングす
ることに代えて、システム構成要素が、そのシステム構成要素内の監視対象についてエラ
ーを検出したら、システム監視装置１０１からの問い合わせを受けること無しに、そのエ
ラーをシステム監視装置１０１に報告しても良い。
【００８０】
　また、例えば、図９の依存関係テーブルでは、システム構成要素毎ではなく、監視対象
毎に、依存対象が記録されても良い。この場合、例えば、Storage1/PortAのみが計画停止
された場合（例えばStorage1のFC-PortAを有するインタフェース装置が交換される場合）
、Storage1/PortAの監視状態が“監視停止”とされ、Storage1/PortAの依存対象の監視状
態が“監視制限”とされる。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】コンピュータシステムの構成の一例を示す。
【図２】本発明の課題の一例の説明図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るコンピュータシステムと、そのコンピュータシステム
の各システム構成要素を監視するシステム監視装置を示す。
【図４】システム構成テーブルの一例を示す。
【図５】ホスト情報群の一例を示す。
【図６】HBA情報群の一例を示す。
【図７】ストレージ情報群の一例を示す。
【図８】FC-SW情報群の一例を示す。
【図９】依存関係テーブルの一例を示す。
【図１０】スケジュールテーブルの一例を示す。
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【図１１】監視状態テーブルの一例を示す。
【図１２】監視状態テーブルの別の一例を示す。
【図１３】計画停止の開始判定及び終了判定の概略説明図である。
【図１４】本発明の一実施形態で行われる処理全体の流れを示す。
【図１５】図１４のS111の詳細を示す。
【図１６】図１５のS1112の詳細を示す。
【図１７】図１４のS117の詳細を示す。
【図１８】図１４のS115の詳細を示す。
【図１９】図１８のS1154（及びS1155）の詳細を示す。
【図２０】監視状態テーブルが図１１に示すテーブルであって、Storage1内の監視対象及
びStorage1の依存対象について稼動状態“エラー”が検出され、且つ、それ以外の監視対
象（Host2/Dドライブ）について稼動状態“エラー”が検出された場合の表示の一例を示
す。
【図２１】図２０と同じ場合での表示の別の一例を示す。
【図２２】監視設定サブ画面が表示されたコンソール画面示す。
【図２３】スケジュールサブ画面が表示されたコンソール画面を示す。
【図２４】スケジュール変更サブ画面が表示されたコンソール画面を示す。
【符号の説明】
【００８２】
１０１…システム監視装置　１０３…データベース装置

【図１】 【図２】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１６】 【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】

【図２３】
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